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1.1 将来ビジョン 

（１）地域の実態

（地域特性） 

（概要） 

金沢市は本州のほぼ中心に位置し、明治 22 年（1889 年）の市制施行以来、近隣町村と

の合併によって市域を拡大し、平成 8 年(1996 年）に中核市に移行した。 

面積は約 469K ㎡であり、３つの台地と、２本の川を骨格とし、豊かな自然に恵まれてい

る。藩政時代にまちの礎が築かれて以来、戦災や大きな災害に見舞われたことがなく、歴

史的街路やまちなみを色濃く残す伝統と歴史のある都市である。 

2015 年の国勢調査の結果によると、本市の人口は 465,699 人となり、2010 年調査に比

べて 3,338 人の増加となったが、人口構造は年少人口が少ない人口ピラミッドとなってお

り、今後は人口減少と少子高齢化が進行することが予想されている。 

1 まちの立地 

 北陸新幹線金沢開業により、東京までの移動時間が 

大阪・京都と同じ約２時間半に短縮されたことで、国内 

における交流の可能性が一層広がっている。また、航 

空ネットワークやクルーズを介し、台湾や中国など東ア 

ジアとの関係においても幅広い交流が可能である。 

2 まちの品格 

 金沢には、歴史、伝統、学術、文化など他都市にはない個性がある。同時に、古いものと

新しいものが共存し、互いに刺激しあい、磨き高めあうことで発展してきた重層性がある。

このような藩政時代から連綿と引き継がれた金沢ならではのまちづくりの規範は、歴史都

市や創造都市の認定につながるなど、まちの品格を生み出している。 

3 独自の産業 

 金沢は、伝統工芸をはじめとする独自の産業構造を有しており、人、モノ、情報が連関す

る多くの地域産業がある。そこで育まれた技術・工芸は、グローバル化によって淘汰される

１．全体計画 （自治体全体でのＳＤＧｓの取組）

2015 年 3 月 14 日 1 番列車｢かがやき｣到着
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ことなく、ローカルでありながら世界に伍していくことが可能である。 

※左から、金沢箔、加賀友禅、大樋焼、加賀象嵌

4 交流の潜在力 

外国人の延べ宿泊者の割合でみると、石川県にはイタ

リア人が全国４位、フランス人が全国６位、スペイン人が

全国７位と、多く訪れている。歴史･伝統･文化に興味・関

心があり、長期滞在型・個人旅行が中心のこれらの観光

客にとって、東京から金沢、高山、白川郷等を回り京都に

向かう、日本らしい歴史や文化を体感できるルートは、ゴ

ールデンルートとなりつつある。また、金沢は、学術・文化の拠点性を有するとともに、建築

の魅力や現代美術などの面においても新たな創造性を育んでおり、観光拠点として国内

外との交流を活発にする潜在力を保持している。 

5 独特のコミュニティ 

 金沢には、藩政時代から培われた自治の伝統があり、市

民はまちへの強い愛着と連帯意識を持っている。それら

は、現在でも、町会や公民館の地域活動をはじめ、福祉活

動や地域の消防団を核とする自主的防災活動などに息づ

いており、連帯と協調を旨とする市民意識の土壌になって

いる。 

（今後取り組む課題） 

これまでのまちづくりの基本を受け継ぎながらも、これまでに培われた金沢のストックを

さらに磨き上げつつ最大限に活用することにより、国内外から人・モノ・情報の集積を図り、

その交流を通じて新たな価値を創造し、持続的な発展を続けるまちをめざす。 

1 新幹線時代への対応                 【金沢地域の観光入込客数が増加】 

 北陸新幹線の金沢開業による効果を活か

し、引き続き交流人口の拡大を図ることが重

要である一方、市民生活と観光の調和を図

り、これまで以上に、市民が住みよいと思え

るまちづくり、金沢の独自性を高めていくまち

づくりを重視していく必要がある。 
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2 国内外との交流の促進 

 グローバル化や情報化が急速に進む中、県内や北陸地域のみならず、新幹線沿線都市

や広域観光ルートを結ぶ都市との連携・交流が必要である。さらに、ユネスコ創造都市や

姉妹都市など、アジアをはじめとした世界の国々との交流が求められる。 

【軸線強化型都市構造のイメージ】 

3 都心部における都市機能の集積 

 金沢の拠点性を向上させるためには、都

心軸沿線（金沢港～金沢駅～都心部）に高

次の都市機能を適正に配置するほか、とり

わけ、都心部において、賑わいに資する交

流機能など、都市機能の集積を図ることが

重要である。 

4 環境を重視したまちへの転換 【自動車の交通手段分担率が高い】 

 人と自然との共生という日本文化の根本に立

ち返り、エネルギー消費型のライフスタイルから

脱却し、環境を重視したまちへの転換を図ること

が重要である。 

5 安全安心な都市の構築 

局地的な豪雨など急激な気候変動への対応と

ともに、社会資本の耐震化や長寿命化など、大規模な自然災害への備えが国家的な課題

となっている。本市も例外ではなく、市民が安心して暮らすことができる安全な都市を築い

ていくことが重要である。 

6 新たなコミュニティの形成               【町会加入率が低下】 

 独特のコミュニティを有する本市にあっても、

都市化や高齢化の進展により、町会加入率も

30 年間で約 1 割低下するなど、その弱体化が

懸念されている。人と人の絆や支え合いの大

切さが見直される中で、現代にふさわしい新た

な地域コミュニティを形成する必要がある。 
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（２）2030 年のあるべき姿

【2030 年のあるべき姿】 

本市は、平成３０年７月に、公益社団法人金沢青年会議所及び国連大学サステイナビリ

ティ高等研究所いしかわ・かなざわオペレーティング・ユニット（以下、「国連大学 IAS

OUIK）と、持続可能な地域社会の創出を図るため、金沢らしいＳＤＧｓの取組を行うことを

目的に「ＳＤＧｓの推進に向けた共同研究に関する協定」を締結し、 

（１）ＳＤＧｓの達成に向けた独自の目標を設定すること

（２）ＳＤＧｓの達成に向けた具体的な行動計画を示すこと

（３）ＳＤＧｓの認知度向上を図り、広く市民に普及啓発すること

（４）その他ＳＤＧｓの達成に向けた連携協力に関すること

について共同で取組を進めてきた。 

そのうち（１）については、「金沢の風土、歴史、文化を踏まえる」及び「経済、社会、環境

の３つの側面を包括的に捉える」という観点から議論を重ね、平成３１年３月に、本市の独

自目標であり、2030 年のあるべき姿である「５つの方向性」を公表した。 

（金沢ＳＤＧｓ「５つの方向性」） 

１ 古くて新しくて心地よいまち（自然、歴史、文化に立脚したまちづくりをすすめる） 

金沢の地形は、山地、台地、平野、河川などから構成されており、起伏豊かな地形を土

台に歴史や文化が蓄積され、今日では生物文化多様性に富み保存と開発の調和がとれ

た創造都市として国内外へ独自性を放っている。 

こうした金沢の自然、歴史、文化の価値をさらに高め、住む人の目線で心地よいまちづく

りをすすめる。 

２ “もったいない”が ないまち（環境への負荷を少なくし資源循環型社会をつくる） 

持続可能な社会を実現するには、環境への負荷を軽減し、限りある資源を循環させる仕

組みや技術を導入することが重要であり、個人のライフスタイル、あらゆる企業活動、地域

活動において、二酸化炭素排出量の抑制、再生エネルギーの導入、フードロスの解消、ご

みの資源化などをすすめる。 

３ 子供がゆめを描けるまち（次代を担う子供たちの可能性を引き出す環境をつくる） 

「当たり前の生活」を享受できない相対的貧困が社会問題となっている現代において、

生まれ育った家庭の経済状況や障害などに左右されることなく、すべての子供が安心して

個性豊かに育つことができる環境をつくる。 

また、教育格差の是正や、文化や芸術などを通じて子供の自己肯定感を高める活動

に、学校、地域、NPO など多様なステークホルダーとともに取り組む。 
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４ 働きがいも、生きがいも得られるまち 

（誰もが生涯にわたって学び活躍できる社会風土をつくる） 

人生 100 年時代においては、仕事と仕事以外の生活を調和させ、その両方を充実させ

ることが欠かせないため、多様な人材が、ライフステージや能力に合わせた柔軟な学び直

し、働き方の選択ができる社会風土を醸成する。 

５ 新しいもの、ことを生み出すまち 

（文化や産業に革新的イノベーションが起きる仕組みをつくる） 

AI などの技術の進化がより加速する反面、持続可能な経営や中長期的な企業価値が

問われる時代になっており、こうした背景を踏まえ、金沢の強みである文化の成長産業化

や起業支援、学術機関や NPO などとの連携、人材の多様

性の推進など、創造性・革新性の向上に向けた仕組みを

つくる。 
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（３）2030 年のあるべき姿の実現に向けた優先的なゴール、ターゲット

（経済） 

ゴール、 

ターゲット番号

KPI（任意記載） 

9.5 指標 起業チャレンジ若者支援件数（累計） 

現在（2018 年度）： 

35 件 

2024 年度： 

95 件 

指標 起業家交流事業開催数 

現在（2018 年度）： 

40 件 

2024 年度： 

50 件 

対応する方向性： 

５ 新しいもの、ことを生み出すまち 

（文化や産業に革新的イノベーションが起きる仕組みをつくる） 

本市では、「新しいもの、ことを生み出すまち」を実現するため、歴史に裏打ちされた産業

分野での創造力、伝統工芸から現代美術の幅広い分野を網羅する文化力、高等教育機

関が集積する知力など、金沢が持つ資産やポテンシャルを最大限に活用し、第４次産業革

命に対応した新産業を創出することをめざす。 

このことから、優先するゴール、ターゲットとして、9.5 を選定する。 
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（社会） 

ゴール、 

ターゲット番号

KPI（任意記載） 

1.４ 指標：－ 

現在：－ 2030 年：－ 

4.7 

4.a

指標：－ 

現在：－ 2030 年：－ 

5.1 

5.4 

5.5 

5.c

指標：働く女性の交流会参加人数 

現在（2018 年度）： 

未実施 

2024 年度： 

120 人 

8.5 

8.9 

指標：正規労働者へ転換した人数（本市の制度活用による：累計） 

現在（2018 年度）： 

100 人 

2024 年度： 

700 人 

対応する方向性： 

３ 子供がゆめを描けるまち（次代を担う子供たちの可能性を引き出す環境をつくる） 

４ 働きがいも、生きがいも得られるまち 

（誰もが生涯にわたって学び活躍できる社会風土をつくる） 

本市では、「子供がゆめを描けるまち」を実現するため、地域全体で見守り支える体制を

作り、経済的困窮の世代間連鎖を防止するとともに、未来に夢と希望を持ち成長できる環

境を整える。このことから、優先するゴール、ターゲットとして、1.4、4.7、4.a を選定する。 

 また、「働きがいも、生きがいも得られるまち」を実現するため、社会における女性の活躍

（ポジティブ・アクション）の促進、すべての高齢者が希望に応じて意欲・能力をいかして活

躍できる生涯現役社会の構築や、政策の立案・決定過程への多様な人の参画の拡大に取

り組む。また、障害者をはじめ多様な人材が活躍するとともに、労働生産性を高めながら、

仕事と家庭、さらには地域活動等との両立が促進されるまちをめざす。このことから、優先

するゴール、ターゲットとして、5.1、5.4、5.5、5.c、8.5、8.9 を選定する。 
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（環境） 

ゴール、 

ターゲット番号

KPI（任意記載） 

11.2 

11.3 

11.6 

11.7 

11.a

11.b

指標：－ 

現在：－ 2030 年：－ 

7.2 指標：指標：金沢市全体のエネルギー消費量 

現在（2014 年度）： 

33,324TJ 

目標：2030 年度 

25,499TJ 

12.2 

12.3 

12.5 

12.8 

指標：資源化率 

現在（2016 年度）： 

11.0% 

目標：2027 年度 

26.0% 

対応する方向性： 

１ 古くて新しくて心地よいまち（自然、歴史、文化に立脚したまちづくりをすすめる） 

２ “もったいない”が ないまち（環境への負荷を少なくし資源循環型社会をつくる） 

本市では「古くて新しくて心地よいまち」を実現するため、まちなかを核に、ネットワークで

つながれた、歩行者と公共交通優先のまちを実現する。また、市民生活にとって重要な社

会基盤である、庭園、緑地、用水、里山などグリーンインフラの質を高める。あわせて、歴

史文化資産の活用、伝統文化の継承・発展、及び新たな文化の創造・発信に取り組む。 

このことから、優先するゴール、ターゲットとして 11.2、11.3、11.6、11.7、11.a、11.b を選定

する。 

 また、「“もったいない”が ないまち」を実現するため、環境への負荷が小さく、豊かな自

然と生物多様性が保たれ、市民協働で環境保全活動に取り組むまちをつくる。 

このことから、優先するゴール、ターゲットとして、7.2、12.2、12.3、12.5、12.8 を選定する。 
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1.2 自治体ＳＤＧｓの推進に資する取組 

※ＳＤＧｓ未来都市選定後の３年間（2020～2022 年度）に実施する取組を記載すること。

（１）自治体ＳＤＧｓの推進に資する取組

①古くて新しくて心地よいまち（自然、歴史、文化に立脚したまちづくりをすすめる）

ゴール、 

ターゲット番号

KPI（任意記載） 

11.2 

11.3 

11.4 

11.7 

指標：金沢産材供給量 

現在（2018 年度）： 

1,380 ㎥ 

2024 年度： 

2,500 ㎥ 

・木質都市・金沢の創出 【モデル事業】

金沢の建築構造の基本であり、人に優しい「木」に

こだわり、様々な形で木造や木材が取り入れられた「木

質都市」を創出し、まちなかの景観をも整える先進的な

取組を実施する。

※「木質都市」とは、本市の大切な財産である金澤町家

をはじめとする、既存の木造建築が保存・活用されると

ともに、ビルの構造自体や外壁等に木材の活用が進められ、ストリートファニチャーなど

様々な場所にも木が用いられた都市空間をイメージしている。 

・公園の再生とさらなる活用

地域コミュニティの醸成や子育て支援に役立つよう、公園をリノベーションする。

・用水、庭園などによる、水と緑のネットワークづくり 【モデル事業】

緑の保全と活用のため、老朽化した街路樹を再生するとともに、「用水沿いの樹木」や

「用水が引き込まれた庭園」など、本市の特徴的である「水と緑のネットワーク」の価値を再

評価し、整備を進める。 

・犀川周辺エリアでのミズベリング（利活用）

金沢城の西側を穏やかに流れ、多くの市民や観光客の憩いの場となっている犀川周辺

において、公共空間を官民連携で利活用しつつ、新たな賑わいを創出する。 

・金沢次世代交通サービスの推進 【モデル事業】

ＩＣＴや自動運転等の新技術の動向を調査し、金沢に相応しい次世代交通サービスのあ

り方を検討する 
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② “もったいない”が ないまち（環境への負荷を少なくし資源循環型社会をつくる）

ゴール、 

ターゲット番号

KPI（任意記載） 

12.3 

12.5 

13.1 

13.3 

指標：ごみ排出量 

現在（2016 年度）： 

173,131ｔ 

2027 年度： 

151,000ｔ 

・食品ロスの削減 【モデル事業】

事業者からの食品ロスを削減するため、フードシェアリングアプリを活用したモデル事業

や、料理の食べ残し等の削減を実践している市内の飲食店等を「いいね・食べきり推進店」

として登録し、市民‘食べきり‘を推進する取組を行うほか、新たに食品ロス削減推進計画

を策定する。 

・事業系ごみ減量化推進 【モデル事業】

「ごみ減量推進課」を新設し、アドバイザーによる事業者への指導の強化、事業系古紙

拠点回収のモデル実施、事業用生ごみ処理機の導入に対する支援制度の創設などによ

り、家庭ごみと合わせて、事業ごみの減量化・資源化を推進する。

・次期地球温暖化対策実行計画の策定

気候変動への適応策等を含めた新たな実行計画を策定する。

・公共施設照明のＬＥＤ化

小中学校及びスポーツ施設の体育館で照明のＬＥＤ化を推進する。

(令和３年度までに一斉更新) 

③ 子供がゆめを描けるまち（次代を担う子供たちの可能性を引き出す環境をつくる）

ゴール、 

ターゲット番号

KPI（任意記載） 

4.2 

4.7 

4.a

指標：「みらいクリエイター」の養成・認定数 

現在（2018 年度）： 

未実施 

2024 年度： 

240 人 

・「幼児教育センター」の新設

未来を担う子供たちの教育の質の向上を図るため、幼児教育の拠点を開設する。市内

の保育士・幼稚園教諭養成校や、東京大学発達保育実践政策学センターと連携し、保育

士・幼稚園教諭の確保、幼保小の接続強化、発達段階に応じた育児・保育の支援を行うな

ど、推進体制を構築する。 
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・芸術による子供の育ち支援

若手芸術家を保育施設等に派遣し、創作活動等を通じて子供の育ちを支援する。

・みらいクリエイター養成塾開催

児童生徒を対象としたハイレベルのクリエイター養成塾を開

催する。 

・発達障害等児童生徒への支援

金沢大学と連携し、発達障害児等に対するソーシャルスキ

ルプログラムを実施。

・ESD for SDGs

全ての学校がユネスコスクールとなっている市内の小中学校において、SDGs の視点を

取り入れた ESD（持続可能な開発教育）を行っていく。 

・金沢型学習スタイルの実践

新学習指導要領を踏まえて、一人一人の生徒が持続可能な社会の創り手となるために

必要な資質・能力を育成するため、「課題の発見と解決に向けた主体的・協働的な学習（ア

クティブ・ラーニング）の重視」「分かる喜び・できる喜びのある学習の重視」「好ましい人間

関係に基づく学習の重視」の３つの視点を大切にした「金沢型学習スタイル」を実践する。 

④ 働きがいも、生きがいも得られるまち

（誰もが生涯にわたって学び活躍できる社会風土をつくる） 

ゴール、 

ターゲット番号

KPI（任意記載） 

5.1 

5.4 

8.5 

10.2 

指標：男性の育児休業取得に係る事例の発信件数 

現在（2018 年度）： 

未実施 

2024 年度： 

9 件 

・男性の育児休業の取得促進

男性の育児休業の取得促進に向けた奨励金制度を創設する。

・女性活躍の加速

業界単位での女性活躍目標を掲げた業界のさらなる取組をバックアップするため、事業

所にアドバイザーを派遣し、職場環境改善やワーク・ライフ・バランスの効果的な推進と女

性活躍促進を加速する。 
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・就職氷河期世代への支援

就職氷河期世代等の正規雇用への転換を促進するための奨励金制度を創設する。

・障害者の地域生活への支援

親なき後を見据え、市独自に地域連携と緊急対応のコーディネーターを配置し、障害の

ある方が 24 時間 365 日相談できる体制を整えるとともに、拠点事業所の登録制度を創設

し、地域生活支援拠点の面的整備を推進する。 

・共生社会ホストタウンの推進 【モデル事業】

共生社会ホストタウン（2019 年 12 月登録）として、福祉施設入所者とパラリンピアンの交

流会を開催するなど、共生社会の実現に向けた取組を行う 

・社会教育・リカレント教育の充実

ボランティア大学校や高砂大学校、公民館主催の講座、各大学の社会人向け講座など、

現存する多様な学びの機会に関する情報の周知を図るとともに、大学等と連携してリカレ

ント教育プログラムの充実を図る。

⑤新しいもの、ことを生み出すまち

（文化や産業に革新的イノベーションが起きる仕組みをつくる）

ゴール、 

ターゲット番号

KPI（任意記載） 

9.5 

9.b

指標：企業チャレンジ若者支援件数（累計） 

現在（2018 年度）： 

35 件 

2024 年度： 

95 件 

・価値創造拠点（仮称）の整備 【モデル事業】

新たな価値の創造と子供達の独創力の育成をめざし、

市内中心部の廃校をリノベーションし、価値創造拠点（仮

称）を開設する。当該施設においては、地場企業や起業家

が、食・工芸、大学、金融など様々な支援者と、共創・成長

するコミュニティを形成し、若者や女性起業家に対する支

援体制を充実させる。 

・５Ｇ技術の市民生活への応用

５Ｇ技術を市民生活や企業活動で応用するためのモデル事業を実施する。

・起業家育成青年層プログラム

小中高生を対象として、起業体験プログラムを実施する。

・工芸のつなぎ手人材の育成 【モデル事業】

工芸作家等と消費者とのつなぎ手となる、販路コーディネーターを育成する。
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（２）情報発信

（域内向け） 公式ＨＰ 

①IMAGINE KANAZAWA 2030 公式ＨＰ（2019.12～）、

facebook（2018.3～）開設 

・ＳＤＧｓに関するイベントの告知やレポート、金沢ＳＤＧｓの

説明、ＨＰの更新情報等を発信 

②ＳＤＧｓ広報リーフレット

【今年度イベント等で多数配布。来年度、市内全戸配布予定】 

・ＳＤＧｓの概念、金沢ＳＤＧｓ「５つの方向性」や一人一人が

取り組めるアクションを分かりやすく周知、発信 

③ＳＤＧｓカフェ（ＳＤＧｓ勉強会・セミナー）

【2019 年：10 回開催】 

・毎回、様々なテーマを題材に誰でも無料で参加できる交流の場を設け、ＳＤＧｓを発信

④かがやき発信講座（市民向け出前講座） 【2019 年：７回実施】

・市内の学校や公民館、民間団体等、幅広い層に向けてＳＤＧｓの取組を周知

⑤市内の学校との連携 【2019 年：４校と実施】

・各校によるＳＤＧｓ学習を連携して実施

⑥地元新聞社との連携

・北國新聞社とＳＤＧｓ推進に係る連携協定を締結（2020 年１月）

⑦各種イベントにおけるブース出展

・いしかわ環境フェア（2019 年 8 月）、金沢エコフェスタ（2019 年 11 月）、

ＳＤＧｓ×就活 悩める大学生のスタートダッシュ（2019 年 12 月）

（域外向け（国内）） 

①IMAGINE KANAZAWA2030 キックオフミーティング（2019 年 3 月）

②IMAGINE KANAZAWA 2030 公式ＨＰ（2019.12～）、facebook（2018.3～）開設（再掲）

・ＳＤＧｓに関するイベントの告知やレポート、金沢ＳＤＧｓの説明、ＨＰの更新情報等を

発信 

③北陸ＳＤＧｓステークホルダーミーティング開催（2019 年 12 月）

・ＳＤＧｓに関する全国初となる「地方からの提言をまとめて発信する」ための会議を開催

(主催：国連大学 IAS OUIK、金沢工業大学、金沢市ほか、於：金沢歌劇座) 

④ユネスコ創造都市ネットワークを生かした発信

・ユネスコ創造都市国内ネットワーク会議（神戸市）で、ＳＤＧｓの取組を発信

（2019 年 11 月） 

・浜松市（音楽都市）での創造都市推進会議でＳＤＧｓの取組を発信（2020 年 1 月）

公式 facebook 
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⑤有識者（関係者）会議、勉強会への出席を通じた取組発信

・「ＳＤＧｓ実施指針」改定に向けたステークホルダー会議（2019 年 9 月）

（於：国連大学 主催：ＳＤＧｓ推進円卓会議構成員有志）

・南砺市（モデル事業都市）との情報交換会(2019 年 11 月)

・鯖江市(モデル事業都市)との情報交換会(2019 年 11 月)

⑥その他外部団体への発信

・JAL スカラシッププログラム（テーマ：ＳＤＧｓ）で、ＳＤＧｓの取組を発信（2019 年７月）

・北信越ユネスコスクール交流会でのＳＤＧｓの取組に関する講演（2019 年８月）

・日本ユネスコ国内委員会での事例発表（2020 年２月）

・浜松市、立教大学、明治大学、大分経済同友会に向け説明

（海外向け） 

①IMAGINE KANAZAWA 2030 公式ＨＰ（2019.12～）英語対応

②ユネスコ創造都市ネットワークを生かした発信

・ユネスコ創造都市ネットワーク会議（伊・ファブリアーノ市）で、

ＳＤＧｓの取組を発信（2019 年 6 月） 

・ユネスコ創造都市ネットワークのクラフト＆フォークアート

分野での、分野別会議（国際会議）でＳＤＧｓの取組を発 

信、議論（2019 年 10 月） 

・ベルギー・ゲント市（創造都市・姉妹都市）による

ＳＤＧｓ講演（2019 年 10 月） 分野別会議 

・分野別会議連携ＳＤＧｓ国際シンポジウム（2019 年 10 月）

③姉妹都市交流を活かした発信

【ゲント市】※国連 SDG アクションアワード受賞都市

（自治体で唯一） 

・ゲント市（姉妹都市、創造都市）によるＳＤＧｓ講演

（2019 年 10 月）【再掲】

・ユネスコ創造都市ネットワーク（音楽分野都市）を活かした交流 ゲント市講演 

【蘇州市、全州市】 

・ユネスコ創造都市ネットワーク（工芸分野、食文化分野）を活かした交流

④外部団体への発信

・タイ・持続的観光特別地域開発管理機構による視察対応（2019 年６月）

・JAL スカラシッププログラムで、ＳＤＧｓの取組を発信（2019 年７月）【再掲】

・タイ・ランナー文化工芸協会による視察対応（2019 年 10 月）

⑤金沢青年会議所（ＳＤＧｓ連携協定締結先）による国際会議・ＪＣＩ金沢会議

（テーマ：ＳＤＧｓ）での発信（2020 年２月）

⑥国連大学 IAS OUIK（ＳＤＧｓ連携協定締結先）による海外の各種会議における事例発表
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（３）普及展開性（自治体ＳＤＧｓモデル事業の普及展開を含む）

（他の地域への普及展開性） 

ＳＤＧｓを身近に感じてもらうため、地域の特性に合わせて紐解きなおし、共感しやすい

地域独自の目標を設定（ローカライズ）することは、地方創生ＳＤＧｓにとって有効である。 

また、目標のローカライズである「５つの方向性」、それを具現化するための行動計画、

その成果を測るＫＰＩ、これら全ての策定過程において、当初より様々なステークホルダー

50 名が協働している。これにより、各主体は、金沢ＳＤＧｓを「自分ごと化」でき、実際のアク

ションを起こしていく際にも、積極的な参画とパートナーシップの構築が期待できるが、この

手法は、どの地域でも取り組めることである。 

また、「ＳＤＧｓカフェ」は誰もが気軽に参加できるよう工夫を凝らし、多様なテーマ設定で

月に１回程度開催してきた。この取組は、SDGｓの普及啓発に有効であるとともに、「ＳＤＧ

ｓ」を冠に掲げることで、教育、気候変動、交通といった各テーマに関心を持つ方、そうでな

い方、双方の参加も得ることができた。地域社会の未来について、バックキャスティングの

思考で対話ができる、肯定的な未来志向性が強化される場となっており、参加者同士の新

たな協働も自然発生している。次第・内容を作りこみすぎないことがかえって良い効果を生

んでいる面もあり、他地域への展開は容易である。 

あわせて、若手企業人が多く所属する、青年会議所との連携は、地元中小企業の

SDGs への巻き込みや、スピード感を持って事業を実施するという点で有効であり、青年会

議所が立地する多くの自治体に展開が可能である。 

これらの点は、特に、金沢のように様々なステークホルダーが存在する、中規模の地方

都市に対して有効であると考えられる。 

（自治体ＳＤＧｓモデル事業の普及展開策） 

後述するＳＤＧｓモデル事業「市民生活と調和した持続可能な観光の振興」の取組につ

いては、「北陸ＳＤＧｓステークホルダーミーティング」、石川中央都市圏構成市町との連絡

会議等を通じ、成果の発表・共有を行っていく。また、固有の歴史や伝統文化を有し、観光

が盛んな他の自治体にとっても、参考となる内容であることから、会議等の機会を捉えて、

本市の観光交流都市にも事例を紹介していく。 
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1.3 推進体制 

（１）各種計画への反映

【反映済み】 

１．第２次金沢版総合戦略 

第２次金沢版総合戦略（まち・ひと・しごと創生総合戦略に相当）の計画期間（2020 年度

～2024 年度）は、金沢ＳＤＧｓの取組期間（2030 年まで）の前半５年間に相当する重要な

期間である。 

また、金沢ＳＤＧｓにおいて目指している、一人一人の市民が、未来を想像（IMAGINE）

し、様々な人や組織と協働しながら行動を起こしていくことは、本市のまち・ひと・しごと創生

を実現していく上でも不可欠な視点であることから、第２次金沢版総合戦略は、金沢ＳＤＧｓ

の示す方向性を踏まえながら、具体の取組を示す行動計画として策定することとし、そのこ

とを、冒頭において明記している。（2020 年３月策定予定） 

２．石川中央都市圏ビジョン 

金沢市周辺の３市２町とともに、連携中枢都市圏である石川中央都市圏を形成してい

る。各々の個性と魅力を高めていくとともに、圏域の将来のあるべき姿、即ち将来像を相互

に共有しながら連携することで“住みやすさ”日本一の圏域をめざしている。連携市町によ

るＳＤＧｓ推進に係る取組を本圏域のビジョンに掲げるとともに、ＳＤＧｓ未来都市に選定さ

れた白山市や、大学、国連機関、企業など様々な主体とともにＳＤＧｓの推進に取り組むこ

ととしている。（2020 年３月改定予定） 

【反映予定】 

計画の改定や、計画期間満了後の後継計画の策定にあわせ、順次反映を進める。 

１．世界の交流拠点都市金沢 重点戦略計画 

本市は、目指すべき都市像として「世界の交流拠点都市金沢～市民が創る誇りあるまち

～」を掲げるとともに、都市像を具現化するための 10 年間（2013～2022 年度）の施策をと

りまとめた、「重点戦略計画」は、本市の最上位計画となっている。 

重点戦略計画は、新産業の創出、学術文化の醸成、観光

交流の活発化、交通基盤の整備、新たなコミュニティの醸成

の５つを柱に掲げ、毎年度改定しており、次回の改定の際に

はＳＤＧｓの視点を盛り込むこととしている。 

また、後継の計画の策定の際には、ＳＤＧｓはもとより「ポス

トＳＤＧｓ」をも視野に入れて策定作業を行う。

（毎年度改定。2023 年３月 後継計画策定予定） 
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２．持続可能な観光振興推進計画 

金沢市観光戦略プラン（2016～2021 年度）は、「四季折々、ほんものの日本を五感で発

見できるまち」を戦略テーマに、魅力あるコンテンツ、海外誘客、ＭＩＣＥ、広域観光など７つ

の基本戦略を、関係自治体や事業者と推進するため策定され、DMO である（一社）金沢市

観光協会を中心に、金沢ならではの旅行商品づくり、戦略的なプロモーション、人材育成

や、民間手法を活用したマーケティングに取り組んできた。 

この後継として策定する「持続可能な観光振興推進計画」については、ＳＤＧｓの視点を

取り入れ、観光と市民生活の調和や、相乗効果を図るための対策等についても盛り込む

予定となっている。(2021 年３月 策定予定) 

その他、反映予定の各種計画の一部を挙げる。 

・次期金沢市地球温暖化対策実行計画 (2021 年３月 策定予定)

・食品ロス削減推進計画 (2021 年３月 策定予定)

（２）行政体内部の執行体制

①市長を本部長にした「金沢市ＳＤＧｓ未来都市推進本部」

現在、全局長が週に１度参集する政策調整会議を、ＳＤＧｓ推進のための継続的な議論

の場とした上で、市長がリーダーシップを発揮し、事業の意思決定、進捗状況の報告や事

例の共有を行っている。 

今後は、金沢ＳＤＧｓの推進に係る本部機能を強化するため、市長を本部長とした「金沢

市ＳＤＧｓ未来都市推進本部」を設置し、事務局である企画調整課が各分野の連携・調整・

評価を担当する予定である。特に評価については、本計画で定めたＫＰＩを用いた進捗管

理はもとより、「地方創生ＳＤＧｓローカル指標リスト」等も参考にして、他都市との比較も含

め評価を行う。なお、企画調整課は、本市の施策の基礎となる、重点戦略計画、地方創生

総合戦略なども推進する部署であるため、分野横断的な連携・調整・評価の体制を確保す

ることができる。 
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執行体制のイメージ 

②金沢ＳＤＧｓ推進プロジェクト

金沢市の企画調整課と各分野の職員で構成する「金沢ＳＤＧｓ推進プロジェクト」を 2018

年８月に設置し、組織内におけるボトムアップの連携体制を構築した。地域課題や市民の

意見等を踏まえ、ＳＤＧｓの観点から金沢市の現状を分析した上で、今回の「ＳＤＧｓ未来都

市」の提案を立案したところである。今後は、本提案の進捗管理や施策の検証を行うことと

している。  

③IMAGINE KANAZAWA 2030 推進会議

金沢市、国連大学 IAS OUIK、金沢青年会議所の三者を含む、金沢の多様なステークホ

ルダーが連携を図りながら、市民や企業等とのパートナーシップの構築や金沢ＳＤＧｓ行動

計画に基づく重点プロジェクトの選定と推進を行う組織。経済・社会・環境の各分野の主体

で構成し、様々な意見の反映や新たな視点からの課題解決に取り組むことが可能となる。 

役割：ＳＤＧｓ推進に関する企画立案・情報共有

体制：関連部局の中堅・若手職員

経済 社会 環境 幹事
経済団体 高等教育機関 ＳＤＧｓ推進企業 金沢市
金融機関 市民団体・ＮＰＯ 市民団体・NPO 国連大学 IAS OUIK

(公社)金沢青年会議所

本部長（市長）

金沢市ＳＤＧｓ未来都市推進本部

IMAGINE KANAZAWA2030推進会議

連携・提案・調整

会
計
管
理
者

事務局：都市政策局企画調整課

金沢ＳＤＧｓ推進プロジェクト

危
機
管
理
監
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局
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局
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（３）ステークホルダーとの連携

１．域内外の主体 

金沢市は、2018 年７月に公益社団法人金沢青年会

議所、国連大学サステイナビリティ高等研究所いしか

わ・かなざわオペレーティング・ユニットとの３者で「ＳＤＧ

ｓ推進に向けた共同研究に関する協定」を締結し、翌年

３月には金沢が目指すべき独自目標ともいえる「金沢Ｓ

ＤＧｓ『５つの方向性』」を導き出し共同で発表した。2019

年度は、この三者が連携を取りながら、市民、企業、NPO、高等教育機関など、さらに多様

な主体と連携をとり、独自目標を実現するための具体的なアクションについて検討を進め

ている。 

①公益社団法人金沢青年会議所

2015 年に開催された JCI（国際青年会議所）世界会議金沢大会において、JCI がＳ

ＤＧｓへ積極的に取り組むことを約束する「金沢宣言」

が採択されたことを受け、2016 年から 2020 年まで

毎年、アジア太平洋地域の各国青年会議所の代表

が一堂に参加する国際会議を金沢で開催し、グロー

バルな課題を共有する機会を設けている。本市も、

登壇の機会を得て、取組のアピールを続けてきた。 

また、本市と共同で、高校生による企業訪問を通

じ、当該企業が抱える課題について、ＳＤＧｓをキーワードに解決していくプログラムを

実施するほか、「映画から始めるＳＤＧｓ」として、貧困、人権、環境に関する映画の上

映会を開催し、次世代の人材育成や市民への普及啓発を担っている。 

金沢青年会議所は、170 名近くの会員を擁し、一つの企業や団体の取組を超え、地

域を巻き込んだ多様な取組を継続して行っており、金沢青年会議所と連携すること

で、ＳＤＧｓを地域全体に効果的に普及させることができる。 

②国連大学サステイナビリティ高等研究所いしかわ・かなざわオペレーティング・ユニット

国連大学 IAS OUIK は、環境、農業、都市と生物文化多様性等をテーマに、金沢や

石川の豊かな自然と文化を次世代に手渡していくため、地域に根ざした研究を柱として

活動している。その上で、当該研究成果を持続可能な社会づくりにつなげ、そうした日

本の地方モデルを、国際社会に発信し、地域から国際的な議論や課題解決を提起して

いる。

また、ＳＤＧｓに関する勉強会やセミナーなど、誰でも気軽に参加できる場である「ＳＤ
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Ｇｓカフェ」を本市と共同で開催するほか、高等教育機関と連携し、学校での講座等、地

域におけるＳＤＧｓの普及啓発と人材育成に取り組んでいる。 

国連の学術機関である国連大学 IAS OUIK と連携することで、世界への取組発信や

世界の最新事例の収集、本市取組のリアルタイムな評価、近隣のＳＤＧｓ未来都市など

多様な主体との連携にかかるプラットホームの提供等の効果がもたらされている。 

（１）市民

①金沢ＳＤＧｓミーティング

金沢がめざす 2030 年の姿や「５つの方向性」を達成

するための具体的なアクション（行動）を検討する有志

のステークホルダー50 名からなる会議。教育や環境、

IT などの専門家、ＮＰＯ、企業経営者、学生、行政職員

等が参画し、方向性ごとに計５つのチームを形成して

いる。 

  2019 年６月より、５回に及ぶ会議を通じて、2030 年

のゴールイメージの共有、具体的なアクション、指標の

ローカライズ、それらの周知や次年度以降の活動の進

め方について、議論を重ね、行動計画に当たる「金沢ミ

ライシナリオ」を完成させた。今後は、各アクションを推

進する際の中心的な役割を果たしていく。 

②町会、公民館

本市の各町会は、地域住民が自主的に運営する団体で、地域住民の親睦、地域の

安全・安心、良好な生活環境の構築を目的として、地域に根差した活動を行っている。 

また、金沢の地区公民館（60 館）の運営費は、町会費を通じて地域の住民が負担して

おり、多くのボランティアの支援によって活動が支えられている。こうした運営方式（金沢

方式）は、全国的に見ても特色があり、住民自治の意識を育んでいる。 

  公民館は、地域に根差した生涯学習の場となっており、金沢ＳＤＧｓの市民への周知

を図るに当たり、欠かせない存在である。2019 年９月には、全ての地区公民館役職員を

対象として、ＳＤＧｓ研修会を行ったところである。 

（２）教育・研究機関

金沢は、明治中期に、官立の高等中学校が設置された全国 5 都市のうちの一つであ

り、今なお、金沢市内及び近郊に、18 の大学・短大・高等専門学校が集積している「学都」

である。学生と市民との相互交流や、学生と金沢のまちとの関係が深まることで、にぎわい

と活力が創出されるまちをめざしている。 
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本市は現在、８つの高等教育機関と包括連携協定を締結し、各分野の施策を進めてお

り、今後、ＳＤＧｓに関する取組についても連携を深めていく。 

①金沢工業大学

  包括連携協定を締結し、市民生活への AI 技術活用、中心市街地のにぎわい創出、

歴史遺産の保存活用等で連携している。同大学は、第１回ジャパンＳＤＧｓアワードを受

賞しており、金沢ＳＤＧｓ行動計画の策定に向けた議論に同大学の学生が参画している

ほか、2019 年 12 月には、北陸の「ＳＤＧｓ未来都市」、本市及び国連大学 IAS OUIK と、

後述する「北陸ステークホルダー会議」を共催するなど、ＳＤＧｓ推進に係る、地域の先導

的な役割を担っている。 

②金沢大学

包括連携協定を締結しており、産学官連携活性化、プログラミング教育、北陸新幹線

開業後の社会動態の要因分析、外国人との共生推進、「学生のまち」推進などで連携し

ている。珠洲市（ＳＤＧｓ未来都市）、石川県、輪島市、穴水町、能登町と「能登里山里海

SDGs マイスタープログラム」を実施する等、多くの教授や学生がまちづくりに関する活動

への参画を通して、ＳＤＧｓの推進、活力ある地域社会の形成・発展及び人材の育成に

寄与している。 

③石川県立金沢西高校

2019 年より同校において、金沢青年会議所、国連大学

IAS OUIK とともに、「金沢ＳＤＧｓの実現」をテーマにした

PBL（課題解決型学習）を実施している。慶應義塾大学のゼ

ミや地元大学生の協力も得て、高校生の各チームに大学生

等のメンターを配置し、１年間にわたり地域課題の理解と解

決策の探求を実施したところ、高校生のＳＤＧｓに対する理

解が促進し、より良い地域社会を実現するために必要な能

力や資質が向上したことはもとより、関わった大学生の成長

も見られた。 

来年度も引き続き、同高校との連携を続けるとともに、

WWL（ワールド・ワイド・ラーニング）コンソーシアム構築支援事業における拠点校である

金沢大学附属高校をはじめとした他の高等学校や大学生、企業との連携を広げていく。 
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（企業・金融機関） 

①北國新聞社

ＳＤＧｓ推進に係る連携協定を締結し、市民や企業などへの普及啓発や情報発信で協

力を図っている。新聞を活用した学校教育を推進するとともに、地域の魅力の創造や再

発見を通じて、ふるさとに対する愛着や誇りの醸成、地域振興に取り組んでいる。 

②金沢信用金庫

「日本財団『わがまち基金』を活用した地方創生支援スキーム」に同金庫の「金澤町家

再生活用事業」が北陸地区で初めて選ばれ、一般社団法人金澤町家活用推進機構と連

携して「金澤町家」の再生活用に向けた取組みを実施している。 

これは、「金澤町家」の再生活用という公共的な要素の強い取組を、金融機関の協力

を得て、民間団体が資金面を含め、自立して実施しているという持続可能性の高い事業

であり、こうした実績のある同金庫と、今後はＳＤＧｓの取組についても幅広く連携を図っ

ていく。 

また、金沢信用金庫の外、金沢ＳＤＧｓの活動が注目を集めたことにより、下記の金融

機関等より、金沢ＳＤＧｓ推進への協力の申し出を受けており、今後、様々なかたちでパ

ートナーシップを結んでいく予定である。 

・北國銀行

・損害保険ジャパン日本興亜株式会社 金沢支店

・野村證券株式会社金沢支店

・第一生命保険株式会社金沢支社

２．国内の自治体 

①石川中央都市圏の連携 （白山市・かほく市・野々市市・津幡町・内灘町）

石川中央都市圏においては、住みやすさ日本一の圏域をめざして様々な連携事業を

実施しているが、ＳＤＧｓに関する研修（担い手育成）や「ＳＤＧｓカフェ」についても、石川

中央都市圏の住民・職員を広く対象としている。 

金沢市のＳＤＧｓ達成に向けた取組の中でも、子育てアプリ事業や産後ケア事業等に

ついては、広域連携事業として取組を始めており、現在、金沢市が単独で取り組んでい

る事業についても、今後、石川中央都市圏への横展開を図ることを想定している。 

こうした取組を経て、今後は、日本初の広域連

携型のＳＤＧｓ未来都市ともいうべき圏域を目指し

ていきたい。 
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②北陸のＳＤＧｓ未来都市

（北陸ＳＤＧｓステークホルダーミーティング） 

ＳＤＧｓ実践の実績をもつ多くの団体・個人・自治体を擁する北陸から、地方発の提言

をまとめるため、昨年 12 月に「北陸ステークホルダーミーティング 2019」を金沢において

開催した。北陸でＳＤＧｓ未来都市に選定されている、珠洲市、小松市、白山市、富山

市、南砺市、鯖江市のほか様々なステークホルダーが集まり、これまでの取組を共有す

るとともに、ＳＤＧｓ達成を通じた北陸の未来のあり方を多様な年代が議論した。今後も

次世代に向けてＳＤＧｓで描く未来の姿を提言するアプローチで議論を継続し、国連大学

IAS OUIK をはじめとする関係機関とともに北陸地域のＳＤＧｓ推進拠点都市として活動

するとともに、他地域での横展開を図っていく。 

３．海外の主体 

①ユネスコ創造都市ネットワーク加盟都市

2019 年 10 月に金沢市でユネスコ創造都市ネット

ワーク分野別会議（クラフト＆フォークアート分野）を

主催し、海外の都市のＳＤＧｓに関する事例の紹介や

連携についての議論を行った。会議の結論では、クラ

フト＆フォークアートを生かして、都市の持続可能性を高めるとともに、掲げている１７の

目標について各都市が協力して達成をめざすことを宣言した。今後もユネスコ創造都市

ネットワークでの交流を通じて、ＳＤＧｓ推進における連携を深めていく。

②姉妹都市

ゲント市（ベルギー）

  1971 年に姉妹都市提携を結び、両市の特色である芸術・学術分野での交流を活発に

行っている。また、ゲント市は、ユネスコ創造都市の音楽分野で登録されるとともに、国連

ＳＤＧｓアワードを自治体として世界で唯一受賞している。今後も、工芸作家の派遣や音

楽団等の受入を通じて、ＳＤＧｓと文化との親和性を高める取組を推進していくとともに、

双方の取組の世界への発信についても協力して取組む。 



25 

（４）自律的好循環の形成へ向けた制度の構築等

IMAGINE KANAZAWA 2030 の推進にかかるプロジェクトに参画している企業等を

「IMAGINE KANAZAWA パートナー（仮称）」として登録し、その取組を公式ＨＰ等に掲載す

るなど、金融機関等からの出融資、クラウンドファンディングをはじめとする資金調達、理解

者・顧客の開拓、イノベーションを実現するための連携相手探しなどを容易にし、プロジェク

トの持続性を高める為の工夫を併せて行う。

2030 年まで持続的に金沢ＳＤＧｓを推進していくため、オール金沢の官民連携組織であ

る「IMAGINE KANAZAWA 2030 推進会議（仮称）」を立ち上げる。また、企業・団体・個人を

問わずに寄付・協賛を募るなど、独自資金を調達することも検討する。 
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2.1 自治体ＳＤＧｓモデル事業での取組提案 

（１）課題・目標設定と取組の概要

（自治体ＳＤＧｓモデル事業名） 

市民生活と調和した持続可能な観光の振興 

～「責任ある観光」により市民と観光客、双方の「しあわせ」を実現するまち金沢～ 

（課題・目標設定） 

 平成２７年３月の北陸新幹線金沢開業により、まちに活気や賑わいなどの効果がもたら

される一方で、一部の地域では観光客の過度な集中による市民生活への影響も生じた。こ

のため、平成２９年度には、「新幹線開業による影響検証会議」を設置し、開業後の状況を

検証し、プラスの効果は拡大を図り、マイナスの影響については解決に向けた施策を検討

した。これに基づき、平成３１年度から宿泊税を導入し、金沢の歴史・伝統・文化など固有

の魅力を一層高めるとともに、市民生活と調和した観光の振興を図る施策に取り組んでい

るところである。 

このように、金沢を多くの観光客が訪れている現状は喜ばしい反面、金沢の誇る有形無

形の資産が観光により「消費」され、変質し、中長期的に価値を失ってしまうリスクと隣り合

わせともいえる。 

今後は、ＳＤＧｓの文脈でまちの魅力を磨き高め、世界に発信していくことで、「責任ある

観光客」、すなわち、市民と考え方や行動を共有し、それを尊重することで、金沢に根づい

た歴史・文化との交流を楽しむ観光客を世界中から呼び込むことをめざす。それにより、市

民生活と観光の調和、市民と観光客双方の「しあわせ」（仕合せ・幸せ）を実現する。 

※「責任ある観光客・旅行者」

世界観光機関（UNWTO）は、第 13 回総会（1999 年）において、世界の全ての観光関係者

が守るべき倫理規定を定め、当該規定に基づき、旅行者に向けて「責任ある観光客及び

旅行者」（The Responsible Tourist and Traveler）と題して、「異なる文化や伝統に心を開く」

「自然環境の保護に力を貸す」「訪問地についてできるだけ多くのことを学ぶ」など、観光そ

の他の旅行をする場合に守るべき、８つの倫理的な基準を示している。 

ゴール ９ ターゲット  9.5、9.b 

ゴール１１ ターゲット 11.2、11.3、11.4、11.7, 

ゴール１２ ターゲット 12.3、12.5、12.b 

２．自治体ＳＤＧｓモデル事業 （特に注力する先導的取組）
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ゴール１３ ターゲット 13.2 

ゴール１５ ターゲット 15.4、15.5、15.c 

（取組概要） 

国内外から本市を訪れる観光客が増加する中、ユネスコ創造都市金沢の根底にある自

然・歴史・文化に基づく生物文化多様性をベースとした、金沢の「日本の由緒あるほんも

の」の豊かさを市民・来街者の双方が理解した上で、まちの魅力を共創し、持続可能なまち

を実現する。 

（２）三側面の取組

① 経済面の取組

ゴール、 

ターゲット番号

KPI 

9.5 

9.b

指標：海外見本市出展等への支援件数（累計） 

現在（2018 年３月）： 

48 件 

2022 年： 

60 件 

【課題：新たな産業の創出】 

①－１ クリエイティブ産業創出金沢会議（ＥＡＴ金沢）の開催

「金沢の食を通じた新たな歴史の創造」を世界に発信する会議を開催

①－２ 金沢 AI ビレッジ等形成促進事業

金澤町家をクリエイターや ICT エンジニア等が

まちなかで創作活動する場として利活用する。 

【課題：工芸の継承・発展】 

①－３ 工芸の「つなぎ手」人材の育成

工芸作家等と消費者とのつなぎ手となる販路コーディネータ

ーを育成する。 

①－４ 工芸品の海外アート市場の開発

本市の工芸品の魅力を国際的なマーケットで美術家向けに発信し、世界的な評価を得

て工芸の新たな需要を開拓する。 

①－５ 国立工芸館との連携

東京から本市に移転する、東京国立近代美術館工芸館と連携を密にし、工芸の使い手

の裾野拡大や工芸作家の育成を図るとともに、工芸を国内外へ発信する。 

（事業費） 

３年間（2020～2022 年）総額：123,390 千円 
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② 社会面の取組

ゴール、 

ターゲット番号

KPI 

11.2 

11.3 

11.4 

11.7 

指標：中心市街地の市文化施設の利用者数 

現在（2018 年）： 

339,853 人 

2022 年： 

393,000 人 

【課題：金沢の歴史・文化への理解の促進】 

①－１ 大学生向け文化体験プログラム

文化の未来を担う人づくりのため、学生を対象とした体験プログラムを開講する。

①－２ 金沢・建築キッズプログラム

藩政期から近現代に至るまでの建築物やまちなみが重層的に存在する、本市の建築の

魅力（「建築文化」）を、子供達が体験する建築ワークショップ等を実施する。 

【課題：多文化共生社会の実現】 

①－３ 宿泊施設や食のバリアフリーの推進

バリアフリー化促進等のおもてなし力を高めるための宿泊施設の改修支援や、食物アレ

ルギー、ベジタリアンやビーガン等に対応した店舗情報の周知を行う。

①－４ アウトサイダー・アートの魅力発信

芸術的才能を持つ知的・精神障害のある方等の創

作活動を支援する。 

①－５ 共生社会ホストタウン推進

パラアスリートとの交流を測り、共生社会への意識

やパラリンピックの機運を高める。 

①－６ まちなかの歩行環境の再整備

歩道・アーケードの整備や案内板改修により、まちなかの歩行環境を整備する。

（事業費） 

３年間（2020～2022 年）総額：269,331 千円 
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③ 環境面の取組

ゴール、 

ターゲット番号

KPI 

12.3 

12.5 

13.2 

15.4 

15.5 

15.c

指標：ごみ排出量 

現在（2016 年度）： 

173,131t 

2027 年度： 

151,000t 

指標：里山管理活動支援団体数 

現在（2018 年）： 

１団体 

2022 年： 

４団体 

【課題：食品ロスの削減、グリーンインフラの活用、低炭素社会の実現】 

①－１ 宿泊施設や飲食店での食品ロスやプラスチックの削減、加賀野菜など地産地消

の展開

小規模なゲストハウスや飲食店を対象に、食品ロス削減、脱プラや、加賀野菜など地産

地消の進め方に関する講習会や、既に、それらを進めている事業者との意見交換会を開

催する。 

①－２ 「木質都市・金沢」の創出

金沢の建築構造の基本であり人に優しい「木」にこだわり、様々な形で木造や木材が取

り入れられた「木質都市」の創出を目指していく。 

①－３ 用水、庭園などによる、水と緑のネットワークづくり

緑の保全と活用のため、老朽化した街路樹を再生するとともに、「用水沿いの樹木」や

「用水が引き込まれた庭園」など、本市の特徴的である「水と緑のネットワーク」の価値を再

評価し、整備を進める。 

①－３ 生物文化多様性の保全・啓発

金沢独自の文化を維持するのに欠かせない植物の現状を調査整理し、結果を公表する

とともに、保全の方策を取る。 

①－４ 金沢にふさわしい次世代交通サービスの検討

新技術を活用した移動サービス（ＭａａS 等）の動向をふまえ、金沢にふさわしい次世代

交通サービスを検討することで、市民・観光客双方にとって利便性が高く、温室効果ガスの

排出も抑えられる交通環境の実現をめざす。 

（事業費） 

３年間（2020～2022 年）総額：96,550 千円



30 

（３）三側面をつなぐ統合的取組

（３－１）統合的取組の事業名（自治体ＳＤＧｓ補助金対象事業） 

（統合的取組の事業名） 

消費型観光から責任ある持続可能な交流型観光へ 

～「金沢ＳＤＧｓツーリズム」の推進～ 

（取組概要） 

金沢の魅力を磨くことに加え、各種事業者と連携し、まちのバリアフリー化や低炭素化を

進め、「ＳＤＧｓツアー」が可能となるまちをめざす。また、市民が、「責任ある観光客」と交流

することを通じて、わがまちの価値や課題を再発見し、責任と誇りを持って、新たな魅力を

創出するプレーヤーとなることをめざす。 

（事業費） 

３年間（2020～2022 年）総額：62,000 千円 

（統合的取組による全体最適化の概要及びその過程における工夫） 

前述の三側面の取組により、まちの魅力を世界に通用するものに進化させるとともに、

ＳＤＧｓが世界共通の目標である（＝共通言語である）ことを生かし、ＳＤＧｓの文脈でまちの

魅力を世界に発信していくことで「責任ある観光客」（市民と考え方や行動を共有し、それを

尊重することで、金沢に根づいた観光をする観光客）を世界中から呼び込む。そうした観光

客がまちづくりに参加したり、市民と交流したりするなど、まちと関わることで、まちのさらな

る価値の向上が実現するという好循環が生み出される。 

この循環を実現するためには、観光業をはじめとした、まちに関わる各主体が、節度あ

る開発と保存の調和（景観やグリーンインフラ、生活様式を尊重する）を図ること、金沢の

歴史や文化のストーリーを正しく伝えること等に留意し、金沢の資産を「消費」するのではな

く、高めていく取組を自主的に考え行っていくことが重要であり、また、食品ロスの削減、脱

プラ、地産地消の徹底、ペーパーレス等、観光関係者が全市レベルで環境保護の取組を

進める方策についても検討していく。 

※「責任ある観光客・旅行者」：26 ページ参照

（観光と市民生活の調和） 

〇持続可能な観光振興推進会議（仮称）の設置 

交通、宿泊、食、工芸、商業、旅行業などの専門家に市民団体の代表者も加えた会議を発

足させて、市民生活と調和した持続可能な観光振興について議論し、全市をあげて取組み

を推進する。 
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〇啓発のための映像制作や HP の作成 

金沢を訪れる観光客に「責任ある観光客」になってもらうため、さらには市民がまちに責

任と誇りを持つため、伝えるべき金沢のまちの価値や、それを維持・発展させるために皆で

守っていくべきルールを、ＳＤＧｓの考え方にのっとって整理し、その内容を、映像作品やウ

ェブコンテンツとしてまとめて積極的に発信していく。 

観光客・市民の双方が、楽しんで鑑賞でき、意識の向上につながるような内容とする。 

（域内経済循環（内発的発展）の創出） 

〇金沢 21 世紀美術館や価値創造拠点を中心とした、共創するコミュニティの形成と、 

周辺エリアでの先導的取組の実施 

（金沢２１世紀美術館） 

新しい文化の創造と、新たなまちの賑わいの創出を目的に開設された「まちに開かれた

公園のような美術館」である。老若男女を問わず、市民・観光客を含め、年間約２５０万人

が訪れている。 

コンセプトの一つに、「まちに活き、市民とつくる、参画交流型の美術館」を掲げており、さ

まざまな企画を通して、互いの文化を尊敬し、楽しみ、理解するという相互交流が活発に行

われている。今後も、市民、来街者など多様な人々とコミュニティを形成しつつ、時に、館外

に飛び出しながら、科学、歴史、社会学など他の領域を横断する実験的なアクティビティ

（ライブ、滞在制作、トークシリーズなど）を行っていく。

（価値創造拠点） 

現在、新たな価値の創造と子供達の独創力の育成を目指し、まちなかの廃校を活用し

て、新産業創出拠点施設（価値創造拠点）を整備中である。本施設は、コワーキングスペ

ース、クリエイティブラボ、サテライトオフィスなど地場企業・起業家が交流できる機能を持

ち、そこで形成されるネットワークを活かした新たな事業・サービスの創出や起業者の増加

を図ることで、共創・成長するコミュニティを形成し、若者や女性起業家に対する支援体制

も充実させることをめざしている。 

これらの施設を拠点として、「責任ある観光客」や市民を含め、多様な人々が価値を共創

するコミュニティを形成するモデルケースを作ることをめざす。 

また、両施設の周辺では、伝統文化、行事、さらには人々の営みに藩政時代からの歴

史の重なりを垣間見ることができ、観光客にとって、魅力的な資源が集積している地区で

ある。一方で、住民にとって観光客の増加による住みにくさが発生したり、定住人口減少や

高齢化が進み、地域コミュニティの存続や地域に伝わる伝統行事の継承が危ぶまれてい

たりという課題も抱えている。 
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このことから、金沢２１世紀美術館や価値創造拠点の周辺地域を、「両施設を中心とした

共創するコミュニティの形成」をきっかけに、まちの魅力を磨き高め、さらには「責任ある観

光客」との交流により、新たな価値を生む方策をさぐるモデル的な地域とし、「ＳＤＧｓツーリ

ズム」の先導的な取組を進める。 

〇ＳＤＧｓ体感ツアーの開発 

例えば、 

① 工芸作家の工房を訪ね、日本の工芸の精神、自然から採

取した貴重な素材や道具、技術の伝承を理解する

② ツーリストが地元の人の案内で、近江町市場で加賀野菜

や新鮮な海産物を購入し、地元の伝統料理を調理し味わ

う体験をする

③ 低炭素化や脱プラ化、域内での資材の調達を推進してい

る宿に宿泊する

といったように、ＳＤＧｓの推進によって域内の人材、自然、文

化、食材、景観、製品の価値を高め、それを活用したツアーを

開発することで、「外貨」を取り込みながら、域内経済循環を創

出する。 

加えて、貴重な資源でありながら、手入れが行き届いていない庭園や用水路などを清掃

するプログラムや、市場で調達した食材を地元の人と一緒に調理して楽しむプログラムな

どを通して、観光客と市民の交流を促し、庭園や用水がきれいになる、といった実質的なま

ちの価値の向上を生み出すとともに、市民のシビックプライドの向上につなげる。 

また、ツアー開発にあたっては、同じ石川県内のＳＤＧｓ未来都市である白山市の白山

手取川ジオパークやエコパーク、同じくＳＤＧｓ未来都市である珠洲市の GIAHS（世界農業

遺産）にも認定された美しく豊かな里山里海や奥能登国際芸術祭、同じく未来都市である

小松市の「多様な学びの場」等と広域的な連携を図ることで、本市の３側面をつなぐにとど

まらず、ＳＤＧｓ未来都市同士をつなぐモデル的な取組とすることをめざす。 

〇インセンティブツアーや修学旅行の誘致 

「ほんものの『ＳＤＧｓ体験』」を題材に、優秀な人材や、将来を担う人材に金沢に訪れて

もらい交流することで、市民の責任と誇りの醸成、関係人口の増加が期待できる。 

※インセンティブツアー（Incentive tour）とは、成績優秀な社員や販売店などを対象に、企

業が報奨として行う旅行のこと
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（３－２）三側面をつなぐ統合的取組による相乗効果等（新たに創出される価値） 

（３－２－１）経済⇔環境 

（経済→環境） 

KPI （環境面における相乗効果等） 

指標：県外からの金澤町家購入・賃貸成約件数（累計） 

現在（2018 年）： 

14 件 

2022 年： 

19 件 

「金沢ＳＤＧｓツーリズム」の推進により、外貨の取込みや責任ある観光客との交流が進

むことで、経済面で、新たな産業の創出や金澤町家の付加価値の向上がもたらされ、環境

面において循環型社会が実現するという相乗効果が創出される。 

（環境→経済） 

KPI （経済面における相乗効果等） 

指標：住宅支援制度の活用による県外からの移住者数（累計） 

現在（2018 年）： 

42 人 

2022 年： 

82 人 

「金沢ＳＤＧｓツーリズム」の推進により、食品ロスの削減、脱プラ、地産地消や、生物文

化多様性の保全等が進むことで、環境面で、暮らしやすさ、滞在のしやすさが向上し、経済

面において金沢に移住・滞在する、クリエイティブ人材をはじめとした多様な人材の呼び込

み・増加、という相乗効果が創出される。 
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（３－２－２）経済⇔社会 

（経済→社会） 

KPI （社会面における相乗効果等） 

指標：中心市街地の市文化施設の利用者数 

現在（2018 年 3 月）： 

339,853 人 

2022 年： 

393,000 人 

「金沢ＳＤＧｓツーリズム」の推進により、外貨の取り込みや責任ある観光客との交流が

進むことで、経済面で、伝統産業の発展や新たな産業の創出による豊かさがもたらされ、

それが文化への投資に回り、社会面において文化が維持・継承・発展するという相乗効果

が創出される。 

（社会→経済） 

KPI （経済面における相乗効果等） 

指標：新製品開発・改良製品数（累計） 

現在（2018 年 3 月）： 

80 件 

2022 年： 

95 件 

「金沢ＳＤＧｓツーリズム」の推進により、責任ある観光客との交流が進むことで、社会面

で、市民が金沢の歴史・文化の価値を再認識し、磨き高め、多様な文化を維持・発展させ

ることにより、経済面において、文化の刺激を活かしたイノベーションが生まれる、という相

乗効果が創出される。 
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（３－２－３）社会⇔環境 

（社会→環境） 

KPI （環境面における相乗効果等） 

指標：温室効果ガス排出量 

現在（2014 年度）： 

3,522 千 tCO2 

2030 年度： 

2,594 千 tCO2 

「金沢ＳＤＧｓツーリズム」の推進により、観光客の受入環境

の整備が進むことで、社会面で、まちなかの歩行環境の充実

がもたらされ、環境面において自動車の使用頻度の減少によ

る低炭素社会の実現という相乗効果が創出される。 

（環境→社会） 

KPI （社会面における相乗効果等） 

指標：市外へ就職する学生数 

現在（2018 年度）： 

2,000 人 

2022 年度： 

1,900 人 

「金沢ＳＤＧｓツーリズム」の推進により、「責任ある観光客」受け入れのために、次世代

交通サービスの発達、地産地消、生物文化多様性の保全等が進むことで、環境面で、暮ら

しやすさの向上がもたらされ、社会面において、市民のＱＯＬが向上し、責任と誇りを持って

金沢の価値を磨き高めていける市民が増加する、という相乗効果が創出される。 
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（４）多様なステークホルダーとの連携

団体・組織名等 モデル事業における位置付け・役割

IMAGINE KANAZAWA 推

進会議（仮称） 

「ＳＤＧｓツーリズム」の価値とあるべき姿を、多様なステー

クホルダーが理解・共有し、連携して、コレクティブインパク

トを伴う、独自の継続的な活動を生み出すきっかけをつく

る。 

金沢市観光協会 観光版 DMO として、行政をはじめ関係諸団体との連携の

もと、ＳＤＧｓツーリズムに関する誘客や情報の発信などを

推進する。 

宿泊事業者 食品ロスの軽減、脱プラ、地産地消などを展開する。 

旅行事業者 ＳＤＧｓツーリズムを開発する 

金沢青年会議所 金沢港周辺地区において「ＳＤＧｓ芸術祭（仮称）」を開催す

るなど、ＳＤＧｓとアートを掛け合わせた新たなイベントの創

出を試みる 

国連大学 IAS OUIK 「日本庭園と金沢の持続可能性」を考えるワークショップ等

の実践経験を活かし、金沢のグリーンインフラを活かしたツ

ーリズムのあり方や、能登 GIAHS や白山ジオパークに関

する研究成果を活かした、広域のツーリズムのあり方への

助言を行う。また、ＳＤＧｓツーリズム全般の学術的な価値

を検証する。 

近隣のＳＤＧｓ未来都市 ＳＤＧｓの達成に資する観光資源を持ち寄る。 

（５）自律的好循環の具体化に向けた事業の実施

（事業スキーム） 

各種ステークホルダーの協力を得て、 

①ＳＤＧｓ体感ツアーのモデルツアーを造成（※）し、金沢と親和性の高い欧米豪インバ

ウンドや国内個人旅行客に加えインセンティブツアーや修学旅行の誘致に成果をあ

げる 

②民間事業者等が造成した「ＳＤＧｓ体感ツアー」を認定・周知するなど、民間事業者に

対して金融機関の投資や関係者の協力が得られやすい仕組みを作る。

③各事業者が独自に「ＳＤＧｓ体感ツアー」を実施する。

※今年度より、加賀百万石の歴史に培われた食、伝統文化、自然等を体験できる着地

体験型観光プログラムを地域事業者からの提案募集型で造成しており、これを発展さ

せる形でモデルツアーを開発する。
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（将来的な自走に向けた取組） 

金沢市では、歴史、伝統、文化など固有の魅力を高めるとともに、市民生活と調和した

持続可能な観光の振興を図る施策に充てるための法定外目的税として、宿泊税を課税し

ている。そのため、本モデル事業で「ＳＤＧｓツーリズム」の開発と普及を達成したのちに

は、民間資金のほか、宿泊税等も資金源とした上で、持続的な取組を図っていく。 

また、「ＳＤＧｓツーリズム」を継続的に振興するためには、観光事業者（交通、宿泊、娯

楽施設、観光客向け物販等）、観光協会と自治体のみならず、生産者（農林漁業者）、地場

産業、各種 NPO（地域活性化、自然・景観保全、伝統芸能、歴史・郷土研究、スポーツ・レ

クリエーション等）、住民組織など地域社会のメンバー等の参加が有効である。このため、

多様なステークホルダーからなる「ＩＭＡＧＩＮＥ ＫＡＮＡＺＡＷＡ 推進会議（仮称）」が中心的

な役割を果たしてスタートを切ることで、「ＳＤＧｓツーリズム」の価値とあるべき姿を理解・共

有し、連携して、コレクティブインパクトを伴う独自の継続的な活動を生み出していけると考

える。 

ＳＤＧｓの目標達成には、中長期的に多様なステークホルダーがつながり、行動できるこ

とが重要であり、「ＳＤＧｓツーリズム」の振興がＳＤＧｓの達成に資する役割は大きい。 
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（６）資金スキーム

（総事業費） 

３年間（2020～2022 年）総額：489,271 千円 

（千円） 

経済面の取

組 

社会面の取

組 

環境面の取

組 

三側面をつ

なぐ統合的

取組 

計 

2020 年度 41,130 90,177 33,100 42,000 206,407 

2021 年度 41,130 89,577 27,850 10,000 168,557 

2022 年度 41,130 89,577 35,600 10,000 176,307 

計 123,390 269,331 96,550 62,000 551,271 

（活用予定の支援施策） 

支援施策の名称 
活用予

定年度 

活用予定

額 

（千円） 

活用予定の取組の概要 

地方創生推進交付金 

（内閣府） 
2020 40,800 

金沢 AI ビレッジの形成促進や工芸

品海外アート市場開拓等に活用。

（申請済） 

（民間投資等） 

新産業の創出や工芸の未来への継承・発展、歩きたくなるまちづくりを推進することで、

今後民間投資がつながるような事業展開をめざしていく。 
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（７）スケジュール

取組名 2020 年度 2021 年度 2022 年度 

統
合

金沢ＳＤＧｓツーリズム

の推進 

経
済

①-１

クリエイティブ産業創出

金沢会議(EAT 金沢) 

経
済

①-2

金沢 AI ビレッジ等形成

促進事業 

 

経
済

①-3

工芸のつなぎ手人材の

育成 

  

「食・人・未来」をテーマとした創造・交流会議の開催 創造・交流会議の継続開催 

クリエイターやＩＣＴエンジニア等を金澤町家等に誘致
価値創造拠点オープン 

（春） 価値創造拠点と連携した誘致 

インターンシップ等つなぎ手育成の支援、異分野・異業種との交流会の開催

「作り手」「つなぎ手」データベースの作成 

工芸専門家による講座の開催 

工芸人材ワンストップ窓口の開設 

「作り手」「つなぎ手」データベースの充実 

持続可能な観光振興推進会議の設置 

基礎調査の実施・分析 観光振興推進計画 2021 の策定 

持続可能な観光振興推進会議の開催 

ＳＤＧｓ体感ツアーの企画 
ＳＤＧｓ体感ツアーモデル実施 

関係事業者との調整 

観光振興推進計画の実践 

・インバウンド誘客の一層の推進

・稼げる観光地域づくり

・市民生活と観光の調和 等

体験ツアーで活用する

食品・産品等の拡充 

ＳＤＧｓ体験ツアー

本格実施 

価値創造拠点オープン 

（春） 

価値創造拠点を活用した新たなコミュニティ形成 
価値創造拠点の活用事業の検討 
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経
済

①-4

工芸品の海外アート市

場の開発 

経
済

①-5

東京国立近代美術館

工芸館との連携 

社
会

①-1

大学生向け文化体験プ

ログラム

社
会

①-2

金沢建築キッズプログ

ラム

 

社
会

①-3

宿泊施設や食のバリア

フリーの推進

   

社
会

①-4

共生社会ホストタウン

の推進 

海外のアートフェアへの出展などテストマーケティング 海外見本市等への出展支援 

都市間交流での作り手の派遣 

開館に向けた地元の機運醸成 

国立工芸館を活用した 

講演会や体験イベントを開催 

国立工芸館オープン 

（７月）建物見学ツアーの開催 
連携事業の拡大 

連携対象施設・機関の拡大 

文化体験プログラムの企画 文化体験プログラムの実施 連携対象施設・機関及び連携事業の拡大 

こども向け建築テキストブック作成 こども建築ワークショップの開催 

建築スタンプラリーの開催 

こども建築ワークショップの開催 

食物アレルギーやベジタリアン対応店舗の調査 食物アレルギーやベジタリアン対応店舗の情報発信 

観光スポットのバリアフリー化情報発信ホームページの開設、事業者向け勉強会の開催 

宿泊者の利便性向上に資する旅館等の改修を支援、観光関連事業者へ外国人旅行者の受入環境の整備に助成 

建築スタンプラリーの開催 

パラスポーツ等の開催 
福祉施設入所者とパラリンピアンとの交流会を開催 
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社
会

①-5

アウトサイダー・アート

の魅力発信 

社
会

①-6

まちなか歩行環境の再

整備 

環
境

①-1

宿泊施設や飲食店での

食品ロスやプラスチック

の削減、地産地消の展

開 

環
境

①-2

「木質都市・金沢」の創

出 

環
境

①-3

用水、庭園などによる、

水と緑のネットワークづ

くり 

ふらっとバス車内へ作品掲示、ふらっとバスのバス停に広報用サイン設置 

金沢 21 世紀美術館のアートバス車内に作品掲示 

アウトサイダー・アート金沢版ビジネスモデル構築

アートサイダー・アートの掲示箇所の拡大

ビジネスモデルの実践 

まちなか歩行環境の現況調査 改善策の検討 まちなか歩行環境の再整備 

木質都市創出会議の設置 

既存木造建築等の基礎的調査 

木質都市創出会議の開催 

都市の木質化シンポジウムの開催 

モデル地区導入の検討

木造建築等の導入促進策の検討 

モデル地区の事業化

支援制度の検討、木造建築の普及イベント等の開催 

アプリ「TABETE」を活用したフードシェアリングモデル事業の実施

食品ロス削減推進計画の策定 

アプリ登録店の拡大、ユーザーへの普及啓発

食品ロス削減計画の推進 

庭園・緑地等の新たな利活用策の検討 

庭園の見学会やイベントの開催 

価値ある庭の認証制度の創設 

庭園を活用したツアーの検討 
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環
境

①-4

生物文化多様性の保

全・啓発・発信 

環
境

①-5

金沢にふさわしい次世

代交通サービスの検討 

 次世代交通サービス検討会の設置 検討会の開催 

金沢大学と共同で自動運転による都心軸の交通への影響調査 

MaaS アプリ実証実験 MaaS アプリ本格運用 

自動運転実証実験 

市内に群生する植物の調査 

モデル地域における環境整備や普及啓発活動を支援

金沢版レッドデータブック作成 

生物を観察し記録する「市民ウォッチャー」の育成 

絶滅危惧種の啓発活動等を実施 



2020 年度 SDGs 未来都市全体計画提案概要（提案様式２） 

提案全体のタイトル：世界の交流拠点都市金沢の実現 ～市民と来街者が「しあわせ」を共創するまち～ 提案者名： 石川県金沢市 

全体計画の概要：金沢市、金沢青年会議所、国連大学 IAS OUIK の３者が、連携協定に基づきつくり上げた、金沢の独自目標である「金沢ＳＤＧｓ『５つの方向性』」の実現を通して、 

３者を中心に、市民、企業、教育機関、来街者をも含めた多様なステークホルダーとの連携のもと、「しあわせ」を共創する、世界の交流拠点都市金沢を実現する。 

 

１：木質化によりまちなかの景観を整える先進的

取組「木質都市」検討やｸﾞﾘｰﾝｲﾝﾌﾗの整備等 

２：食品ロスの減、公共施設のＬＥＤ化等 

３：「幼児教育センター」の新設、発達障害児の 

支援、みらいクリエイターの養成等 

４：男性育休取得促進、共生ホストタウン推進等 

５：価値創造拠点の整備、５Ｇ技術の応用、 

工芸のつなぎ手人材の育成等 

２
．
自
治
体
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

推
進
に
資
す
る
取
組

【地域特性】歴史・伝統・学術・文化などの重層性、独自の産業構造、観光拠点としての潜在力、藩政時代か

らの自治の伝統（町会や公民館等の地域活動の盛んなこと）等 

【今後の課題】北陸新幹線金沢開業という機会を生かしつつ、交流人口の拡大や国内外との交流の促進を図る

と同時に、観光と市民生活の調和を図ること、気候変動を受けて環境を重視したまちへの転換や、現代にふさ

わしい新たなコミュニティの形成と強化を図ることが求められている。 

市民にＳＤＧｓを身近に感じてもらうための方策 

・地域の特性に合わせて共感しやすい地域独自の目標を設定

「マルチステークホルダーによる連携」を促すための方策

・独自目標を設定する段階から協働する

・誰もが参加しやすい「ＳＤＧｓカフェ」（勉強会）を開催する

（モデル事業）

「持続可能な観光の振興」の取組については、左記「情報発信」に

加え、会議等の機会を捉え、本市の観光交流都市にも事例を紹介

１
．
将
来
ビ
ジ
ョ
ン

地域の実態 

2030 年のあるべき姿の実現

に向けた 

優先的なゴール・ターゲット 

【域内向け】ＦＢ、ＨＰ、リーフレット、

ＳＤＧｓカフェ、各種出前講座、 

ブース出展、地元新聞社との連携 

【域外向け・国内】北陸ステークホ

ルダーミーティングの開催

【海外】ＨＰの英語対応、ユネスコ創

造都市ネットワークを生かした発信

情報発信 普及展開性 自治体ＳＤＧｓに資する取組 

１ 古くて新しくて心地よいまち 

２ “もったいない”が ないまち 

３ 子供がゆめを描けるまち 

４ 働きがいも、生きがいも得られるまち 

５ 新しいもの、ことを生み出すまち 

（経済）9.5 （社会）1.4、4.7、4.a、5.1、5.4、5.5、5.ｃ、8.5、8.9 （環境）7.2、11.2、11.3、11.6、11.7、11.a、11.b、12.2、12.3、12.5、12.8 

「IMAGINE KANAZAWA パートナー」の登録：金沢ＳＤＧｓを推進にかかるプロジェ

クトに参画している企業等を登録し、その取組を公式ＨＰ等に掲載等することで、

資金調達等を容易にする。

「IMAGINE KANAZAWA 2030 推進会議」の立ち上げ：2030 年まで持続的に金沢ＳＤ

Ｇｓを推進していくため、オール金沢の官民連携組織を立ち上げる。また、企業・

団体・個人を問わずに寄付・協賛を募るなど、独自資金を調達することも検討する。 

３
．
推
進
体
制

【済】 「まち・ひと・しごと創生総合戦略」 

「石川中央都市圏ビジョン」 

【予定】市の最上位計画の「重点戦略計画」 

「持続可能な観光振興推進計画」等に 

順次反映 

各種計画への反映 

１．域内外の主体 

金沢青年会議所、国連大学 IAS OUIK（協定締結済） 

【市民】金沢ＳＤＧｓミーティング、公民館、町会連合会 

【教育研究機関】包括連携協定を結ぶ８大学、ＳＤＧｓ

をテーマにＰＢＬを共同実施している県立金沢西高校 

【企業・金融機関】北國新聞社、金沢信用金庫他多数 

２．国内の自治体 

白山市など石川中央都市圏構成自治体、 

北陸の SDGs 未来都市 

３．海外の主体 

ユネスコ創造都市ネットワーク加盟都市、姉妹都市

「金沢ＳＤＧｓ未来都市推進本部」（４月設置予定）： 

市長を本部長にした推進本部 

「金沢ＳＤＧｓ推進プロジェクト」（設置済）： 

庁内横断的な職員で構成するボトムアップの推進体制 

※「IMAGINE KANAZAWA 2030 推進会議」

（官民連携組織）と連携を取りながらＳＤＧｓを推進

行政体内部の執行体制 ステークホルダーとの連携

自律的好循環

の形成へ向け

た制度の構築

等 

2030 年のあるべき姿 （５つの方向性） 



2020 年度自治体ＳＤＧｓモデル事業提案概要（提案様式３） 

自治体ＳＤＧｓモデル事業名：市民生活と調和した持続可能な観光の振興 

～「責任ある観光」により市民と観光客、双方の「しあわせ」を実現するまち金沢～ 

提案者名：石川県金沢市 

取組内容の概要：本市を訪れる観光客が増加する中、ユネスコ創造都市金沢の根底にある自然・歴史・文化に基づく生物文化多様性をベースとした、 

金沢の「日本の由緒あるほんもの」の豊かさを市民・来街者の双方が理解した上で、まちの魅力を共創し、持続可能なまちを実現する。 

●宿泊施設や飲食店での食品ロスやプラスチック

の削減、加賀野菜など地産地消の展開

●「木質都市・金沢」の創出

●用水、庭園などによる、水と緑のネットワークづくり

●生物文化多様性の保全・啓発

●金沢にふさわしい次世代交通サービスの検討

●工芸のつなぎ手人材の育成

●工芸品の海外アート市場開発

●国立工芸館との連携の推進

課題：工芸の継承・発展 

環境面の相乗効果 

暮らしやすさ、滞在しやすさの向上による 

多様な人材の呼び込み増加 

経済面の相乗効果 

新たな産業の創出や、金澤町家の 

付加価値の向上による循環型社会の実現 

課題：金沢の歴史・文化への理解の促進 

●大学生向け文化体験プログラム

●金沢建築キッズプログラム

●宿泊施設や食のバリアフリーの推進

●共生社会ホストタウンの推進

●アウトサイダー・アートの魅力発信

●まちなかの歩行環境の再整備

課題：多文化共生社会の実現 

経済 社会

環境

社会面の相乗効果 

多様な文化による刺激を活かした 

産業のイノベーション 

経済面の相乗効果 

伝統産業の発展や新たな産業の創出 

による文化の維持・継承・発展 

消費型観光から持続可能な交流型観光へ 

「金沢 SDGs ツーリズム」の推進 
【観光と市民生活の調和】 

〇持続可能な観光振興推進会議（仮称）の設置 

〇啓発のための映像やＨＰの作成 

【域内経済循環（内発的発展）の創出】 

〇金沢 21 世紀美術館や価値創造拠点を中心とした、 

多様な人々が共創するコミュニティの形成 

〇SDGs 体感ツアーの開発（市内・広域） 

環境面の相乗効果 

暮らしやすさの向上による 

ＱＯＬとシビックプライドの向上 

社会面の相乗効果 

歩きやすいまちなかの実現による 

低炭素社会の実現 

課題：新たな産業の創出 

●クリエイティブ産業創出金沢会議

（ＥＡＴ金沢）の開催

●金澤町家等を活用した

金沢 AI ビレッジ形成促進

課題：食品ロスの削減、グリーンインフラの活用 

低炭素社会の実現 

・国連大学＆金沢青年会議所等との協働
・ユネスコ創造都市ネットワークの活用

による取組の推進 



２０３０年の金沢を想像すること。

いま何が 問 題になっているのか。

誰がなぜ 困っているのか。

想像力のスイッチをONにすると、たくさんの気づきがあります。

そこから、子 供たちに引き継ぐべき

203 0 年の金 沢の姿を描いていきましょう。

金沢SDGsは市民全員が参加者です。

S D G sの基 本 理 念である「誰一人取り残さない」を、

金 沢から実 践していきましょう。

2015年9月、国連サミットで採択

された2 0 3 0 年までの国 際目標

で、持続可能な世界を実現するた

めの17のゴール（目標）と169の

ターゲット（ 具体目標 ）から構成

されています。

地球上の誰一人として取り残さな

い（leave no one behind）ことを

誓い、発展途上国のみならず、先

進国自身の普遍的な取組を推進

しています。

発行
国連大学サステイナビリティ高等研究所

いしかわ・かなざわオペレーティング・ユニット公益 社団法人金沢青 年会議 所金沢市

（2019.3）

2019年4月からスタートします

2030年の金沢をパートナーシップで

実現するプロジェクトを展開します。

もっと知りたい！ 深く議論したい！
旬の情報をチェック！

もっと知りたい！

SDGs
カフェ

SDGs勉強会やセミナーなど

誰でも気軽に参加できる

リアルコミュニケーションの場

「いま解決できること」に対しては、市民、地域、NPO、企業、行政などが連携してアクションを起こし、結果を

出すことが重要です。一方で「いま解決できないこと」に対しては、世代を超えたテーマとして時間をかけて考え

ていかなければなりません。立場を超え、世代を超えてつながることで、大きな力が生まれます。

深く議論したい！

SDGs
ミーティング
金沢がめざす2030年の姿や

金沢独自の評価軸を議論する

ステークホルダー会議

旬の情報をチェック！

公式

facebook
ページ

SDGsに関するイベントや

旬な情報を発信します。

SDGs

S D G s の1 7のゴール のうち、ある目標を達 成 するために

は、別の目標と関連のある問題にも取り組まなければいけ

ません。つまり、特定の誰かにとって良い社会ではなく、全

ての主体にとってより良い社会にするための目標です。

問題に対してバラバラに対応するのではなく、市

民 、地 域 、N P O、企 業 、行 政など多 様な主体が

パートナーシップで取り組むことで、小さな力も

社会を変える大きな力になります。

多様な主体がパートナーシップで

取り組むことで目標を達成します

それぞれの目標は

お互いに関係し合い、つながっています

●お問い合わせ先 金沢市都市政策局 企画調整課 〒920-8577 金沢市広坂1丁目1番1号　TEL 076-220-2031　FAX 076-264-2535

とは？
「Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）」の略称です。



経 済

社 会

環 境

金沢市、公益社団法人金沢青年会議所、

国連大学サステイナビリティ高等研究所いしかわ・かなざわオペレーティング・ユニットの３者は、

金沢らしいSDGsの取り組みについて議論を重ねてきました。

金沢でSDGsを効果的に進めるにあたり、「金沢の風土、歴史、文化を踏まえること」、

「経済、社会、環境の３つの側面を包括的に捉えること」という視点から５つの方向性を導きました。

今後、さまざまな主体とともに、実現に向けた行動計画を策定します。

「５つの方向性」

2

3

4

5

1

2

3 4

5

1

人生100年時代においては、仕事と仕事

以外の生活を調和させ、その両方を充実

させることが欠かせません。

多様な人材が、ライフステージや能力に

合わせた柔軟な学び直し、働き方の選択

ができる社会風土を醸成します。

AIなどの技術の進化がより加速する反

面、持続可能な経営や中長期的な企業

価値が問われる時代になっています。

こうした背景を踏まえ、金沢の強みであ

る文化の成長産業化や起業支援、学術

機関やNPOなどとの連携、人材の多様

性の推進など、創造性・革新性の向上に

向けた仕組みをつくります。

「当たり前の生活」を享受できない相対

的貧困が社会問題となっています。

生まれ育った家庭の経済状況や障害な

どに左右されることなく、すべての子供

が安心して個性豊かに育つことができる

環境をつくります。

また、教育格差の是正や、文化や芸術な

どを通じて子供の自己肯定感を高める

活動に、学校、地域、NPOなど多様なス

テークホルダーとともに取り組みます。

持続可能な社会を実現するには、環

境への負荷を軽減し、限りある資源

を循環させる仕組みや技術を導入す

ることが重要です。

個人のライフスタイル、あらゆる企

業活動、地域活動において、二酸化

炭素排出量の抑制、再生エネルギー

の導入、フードロスの解消、ごみの

資源化などをすすめます。

金沢の地形は、山地、台地、平野、河川など

から構成されています。

起伏豊かな地形を土台に歴史や文化が蓄

積され、今日では生物文化多様性に富み保

存と開発の調和がとれた創造都市として国

内外へ独自性を放っています。

こうした金沢の自然、歴史、文化の価値を

さらに高め、住む人の目線で心地よいまち

づくりをすすめます。

持続可能な開発は「環境」「社会」「経済」の３つの層を統合させて解決

することが必要だと考えられています。金沢がこれまで固有の自然や地形

などの環境を基盤として地域社会が形成され、独自の産業などが発展し

てきたように、2030年に向けた金沢SDGsの５つの方向性も、この３つの

層の成り立ちや関わりを意識しています。

働きがいも、

生きがいも

得られるまち

古くて

新しくて

心地よいまち

子供がゆめを

描けるまち

５つの方向性に基づき

さまざまな人や組織と

協働で取り組みます。

新しい

もの、ことを

生み出すまち

“もったいない”が

 ないまち

誰もが生涯にわたって

学び活躍できる

社会風土をつくる

次代を担う子供たちの

可能性を引き出す

環境をつくる

環境への負荷を少なくし

資源循環型社会をつくる

文化や産業に

革新的イノベーションが

起きる仕組みをつくる

自然、歴史、文化に立脚した

まちづくりをすすめる

協働のパートナーは、市民、地域、NPO、

企業、行政などすべての主体です。

～　　について、それぞれ関連性が特に強いSDGsのゴール（目標）のアイコンを紹介しています。1 5
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